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どのようにして、ゾウは歩いているか？

ゾウは、指先、そして、つま先で歩いている。ゾウは、いわゆる である。そ指行性動物

してまた、有蹄類と奇数指の動物に含まれる（例えば、ウマ、ヒツジ、ラクダ、サイ 。）

ゾウは、つま先の先端の背後（足の内部）に、比較的軟らかいクッションを有する。も

、 、 （ ） （ 、し あなたの足をゾウに踏まれた場合 ゾウの爪 つま先 で踏まれなければ すなわち

足裏の中央や後部で踏まれれば 、この軟らか）

いクッションのおかげで、あなたは、それほ

ど痛くないだろう。

ゾウの足裏は、でこぼこである。そのでこ

ぼこは、雪や氷の滑らかな表面で滑ることを

防止したり、接地力（トラクション）を強め

る。
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ゾウの足は、どれくらい大きいか？

この写真の青い （左下写真）は、アジアゾウ（メス： ）の足に青い塗料を足型 Chhukha

塗って、紙を踏ませて作った。

圧倒的な重量を持つゾウの足跡は、感動的である。

Chhukha 40cm 1.34mアジアゾウ メス： が残した前肢の足跡は 幅と長さが 周囲の長さ（ ） 、 、

であった。

（ ） （ ） 、 、チューリッヒ動物園のオスゾウ が残した前肢の足跡 右下写真 は 長さ約Maxie 47cm

幅 、周囲の長さ であった。51cm 1.57m



足と肩高（肩の一番上部の高さ）との間には、どんな関係があるか？

経験あるゾウのハンターは、ゾウの足跡を物差しにして、そのゾウの体高と、おおよそ

足の周囲長の 倍は、ゾウの肩高（肩の上部の高さ＝キ甲の高さ）の年齢が解ると言う。 2

に相当する。

そういうわけで、 （メスゾウ）の肩高は、足の周囲長 × ＝ に相Chhukha 1.34m 2 2.68m

当するように であった。2.75m

しかし、アジアゾウで最も高い部位は、アフリカゾウとは対照的に、肩の上ではなく背

中である。そして、 の背中の高さは に達する。したがって、オスのアジアゾChhukha 3m

ウ（ ）の肩高は、 と計算され（足の周囲長 × ＝ 、背中の一番Maxie 3.15m 1.57m 2 3.14m）

高い部分は、 に達すると推察できる（他章で述べたように、 は、直接飼育では3.3m Maxie

ないので、足跡からの推測値 。）

ゾウの足の爪は、切らなければならないか？

動物園とサーカスのゾウは、運動量が少ない。そして、自然界を歩き回り、足の裏と爪

が激しく摩耗する真の野生のゾウと比較すると、摩耗度は少ない。

まさしく、人間と同じように、ゾウの足の

裏と爪は、絶え間なく伸びるので、時々、人

間が切ってやらなければならない。

サーカスのゾウたちは、主に、鋸屑（おが

） 、 、くず の上や サーカスの舞台上を動くので

動物園のゾウたちよりも足が摩耗しない。し

たがって、より強力（集中的）な足のケアー

が必要である。

どのようにして、足の爪を切るか？

牛馬用の蹄ナイフ、目の細かいヤスリ、お

ろし金のようなヤスリを使って健康的で自然

な形態にしなければならない。



どのようにして、オスゾウの足の爪を切るか？

足に関する問題は、主としてオスゾウに生じる可能性がある。

下手な（まずい）訓練をされたり、何をしでかすか解らないオスゾウと、同様のケース

のメスゾウに対する適切な足のケアーは難しい。

ゾウの調教師が、オスゾウやメスゾウの足のケアーを直接的にできない場合、全身麻酔

薬を、そのゾウに投与しなければならない。

全身麻酔薬は、ハリコフ動物園（ウクライ

ナ）のオスゾウ（ ）に必要だった。こAssam

のゾウの爪は長年にわたり放置（怠慢）され

たために非常に長くなっていた（上写真 。）

そして、ドイツのゾウ調教師と獣医師のチー

ムによって、全身麻酔下で、正常な長さに切

りつめてヤスリがけされた。

「間接飼育あるいは防護下飼育（ 」のゾウでは、どのようprotected contact）
にして、足を処置するか？

写真のように、飼育係を防護する柵の穴から足を差し出すほど、チューリッヒ動物園の

オスゾウ（ ）は、とてもよく訓練されている。このように、ゾウの調教師は、比較Maxie

的危険を伴わずに、ゾウの爪や足の裏を切ることができる。

1普通は、オスゾウの足を切っている調教師から、オスゾウの気を散らすために、もう

人の調教師がリンゴを与える。

理想的には、さらに、 人目の調教師が、3

（ ）。オスゾウと全ての状況を見張る 警戒する

毎日実施する規則的な足のケアーの一部

は、足裏と爪に埋まり込んだ小石を取り除く

ことである。

毎日の足のケアーと、ゾウとの直接的な接

触は、ゾウの調教師とゾウたちとの間に、極

めて重要な信頼関係を築くために役立つ。こ

ういった理由で、足のケアーは、 日の作業1

過程に組み込むべきである。

下記の論文は、ゾウの飼育係と専門的獣医師が興味を持つかもしれない。獣医師のアン
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